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東京都保育士実態調査報告書 

【この報告書における調査結果の見方】 

○ 調査結果の数値は、回答率(％)で表示している。回答率(％)の母数は、その質問項目に該当する回答者

の総数であり、その数は「全体」 及び「ｎ」で示している。また、3.0％未満については、非表示とし

ている。

○ 各質問項目における「AQ」及び「BQ」の記載について、「AQ」は現在保育士就業中の者に対する質問項

目であり、「BQ」は過去に保育士就業経験がある者及び保育士としての就業経験がない者に対する質問

項目であることを意味する。それ以外については回答者全員共通の質問項目である。

○ 回答率(％)については、小数点第 2 位を四捨五入し、小数点第 1 位までを表示している。このため、

その合計数値は必ずしも 100％とはならない場合がある。

○ 回答には、単数回答（○は１つ）と複数回答（○はいくつでも）の 2 種類がある。複数回答の場合、

その回答率(％)の合計は 100％を超える場合がある。

○ 図表の問のタイトル及び回答の選択肢は、簡略化して表現している場合がある。正式な問のタイトル及

び回答の選択肢は、調査票を参照されたい。

○ 数表の中に「○」の印があるものは、H30 の各質問項目の回答「全体」に対して多い傾向の見られるも

の、同様に「△」の印は少ない傾向の見られるものを示している。
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＜はじめに＞ 
都はこれまで、待機児童の解消に向けて、都独自の整備費補助や都有地の活用等により

区市町村を支援し、多様な保育サービスの整備を進めるとともに、保育士の確保・育成・

定着に取り組んできた。 
 
平成２８年９月には、「保育所等の整備促進」「人材の確保・定着の支援」「利用者支援の

充実」の３つを柱とした緊急対策を取りまとめ、待機児童対策の強化を行った。また、平

成２９年度当初予算では、保育士等の職責に応じた処遇を実現するキャリアパスの導入に

取り組む事業者を支援する「保育士等キャリアアップ補助」の充実等を図るとともに、平

成２９年９月には追加対策も実施した。 
 
こうした取組の結果、平成３０年４月時点の待機児童数は前年から３，１７２人減少し、

５，４１４人となったが、就学前児童人口の増加や女性の就業率上昇などによる保育サー

ビスの需要増加に対応していくためには、引き続き、保育サービスの拡充を進めるととも

に、保育サービスの担い手である保育士の安定した確保・育成・定着に向けた取組を推進

する必要がある。 
 
都内には、保育士の養成施設が約９０施設あり、毎年約５，０００人の保育士を養成し

ている。また、平成２８年から実施回数が年２回に拡大されている保育士試験によっても、

毎年約４，０００人から５，０００人の資格取得者を輩出しており、合わせて毎年約９，

０００人から１０，０００人が保育士資格を新たに取得している。平成２９年度の保育士

養成施設業務報告によると、約９７％の学生が保育士資格又は幼稚園教諭免許状を取得し

ており、そのうち約７４％が保育所や幼稚園といった保育に携わる仕事に就いている。一

方で、資格を活用しない職業へ就職する、保育施設等に就職しても離職してしまう、など

の状況が依然として生じている。 
 
そこで都は、今後の人材確保に向けたさらなる取組を行う上で、現場で働く保育士や、

保育士資格を有しているが現在保育士として働いていない潜在保育士の声を聞き、より実

効性の高い取組につなげていくことが必要であると考え、５年ぶりとなる「東京都保育士

実態調査」を実施した。 
 
今回取りまとめた本報告書を踏まえ、都は、区市町村、指定保育士養成施設、保育事業

者、関係団体などと緊密に連携し、保育士の安定的な確保・育成・定着に向けて引き続き

取り組んでいく。 
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